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独
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世
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梅
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誉
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暦

　

（年
　
齢
）

事

項

明
治
三
〇

一
八
九
七

ク

三
九

一
九
〇
六

// ク // ″
企

//
昭
和

四
五 三 一

九
〇
八

九

一
四

九

一
六

一
九

一
八

一
九

一
九

一
九
二
〇

九
二
三

九
二
四

九
二
五

九
二
六

九
三
〇

九
三
四

九
三
六

一　

歳
）

九
　
歳
）

一
歳
）

七
歳
）

九
歳
）

//   //

一 九 五 元 四 三 二 九 八  七

九 七 三 九 八 七 六
歳 歳

三
歳
）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

三
月
二
十
二
日
　
父
藤
井
健
次
　
母
長
っ

浅
口
郡
鴨
方
村
で
出
生
。

鳴
山

（
二
全
一一Ｍ
）
の
東
麓
　
鳴
神
社
、
長
川
寺
、
正
伝
寺
、浄
光
寺
等
あ
り
。
鳴
方
藩
の
陣
屋
跡
　
西
山
拙
斉

（儒
者
）

の
欽
塾
　
田
中
索
我
の
史
跡
あ
り
　
祖
父
藻
七
郎
は
味
噌
　
修
の
醸
造
業
を
営
み
、
屋
号

「す
み
や
」
、
祖
父
は

「
三

省
」
と
号
し
、
風
雅
を
愛
し
文
人
墨
客
と
交
流
。

三
月
　
長
川
寺
二
十
七
世
水
谷
全
之
の
も
と
沙
弥
と
な
り
、
そ
の
後
二
十
九
世
英
克
成
の
弟
子
と
な
り

「彦
雄
」
と

な
る
。

十

一
月
　
井
原
市
善
福
寺
三
十

一
世
赤
松
佛
海
の
養
子
と
な
り
、
得
度
。
翌
々
年
三
月
　
「慧
海
月
船
」
と
な
る
。

瑞
応
寺
専
門
僧
堂

（新
居
浜
市
）
に
安
居

・
高
田
道
見
の
薫
陶
を
う
け
る
。
中
西
悟
堂

（野
鳥
研
究
）
と
修
行
。

四
月
　
洞
松
寺
二
十
二
世
三
村
大
韓
の
も
と
立
身
、
九
月
　
洞
松
寺
に
て
赤
松
佛
海
に
嗣
法
。

十
月
　
大
本
山
永
平
寺
安
居
修
行
。

三
月
　
大
本
山
総
持
寺
安
居
、
五
月
　
上
京
、
仏
教
館
の
新
聞
編
集

。
日
本
大
学
宗
教
科
に
入
学
。

四
月
　
東
洋
大
学
国
漢
科
に
転
学
、
文
学
仲
間

「静
雨
会
」
に
入
会

（横
光
利

一
、
片
岡
良

一
等
と
親
交
）
さ
ら
に

新
感
覚
派
の
作
家
た
ち

（川
端
康
成

。
片
岡
鉄
兵

。
今
東
光
等
）
と
交
流
。

仏
教
鶴
斃
退
終
Ｆ
牲
相
長
江
の
門
下
生
と
な
る

（大
正
期
思
想
文
学
の
代
表
、
文
学
志
望
者
が
集
結
、
住
井
す
え

・

生
田
春
月

・
高
群
逸
枝
）
同
人
誌

「月
光
」
の
中
で
詩
作

・
文
人
と
交
流
。

大
藤
治
郎
主
宰
の
詩
誌

「詩
聖
」
の
選
者
と
な
る
。

白
川
イ
ク
と
結
婚
。

第

一
詩
集

『秋
冷
』
（抒
情
詩
社
）
を
出
版
、
木
山
捷
平
を
援
助

（詩
人

・
小
説
家

へ
）
。

『文
芸
時
代
』
に

（
一
月
号
）
小
説

『永
平
寺
』
を
寄
稿
す
。

第
二
詩
集

『花
粉
の
日
』
（交
蘭
社
）
を
出
版
、
『禅
十
二
講
』
（資
文
堂
）
を
出
版
。

大
法
輪
閣
に
入
社
し
、
『大
法
輪
』
の
編
集
担
当
。

二
月
　
岡
山
県
川
上
郡
平
川
村
観
音
寺
二
十

一
世
住
職
に
就
任
。
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ク
　
一
二

ク
　
　
一　
エハ

ク
　　一　一一　一

″
　
二
四

ク
　
二
五

ク
　
一
一エハ

ク
　
二
七

″
　
一一一　
一

ク
　
一一二
一一

″

三
七

ク

三
九

ク

四
〇

ク

四
二

″

四
四

″

四
五

ク

四
八

ク

五
七

ク

五
八

″

六
〇

平
成
　
九

一
九
三
七
　

（四
〇
歳
）

一
九
四

一
　

（四
四
歳
）

一
九
四
七
　

（五
〇
歳
）

一
九
四
九

　

（五
二
歳
）

一
九
五
〇
　

（五
三
歳
）

一
九
五

一
　

（五
四
歳
）

一
九
五
二
　

（五
五
歳
）

一
九
五
六
　

（五
九
歳
）

一
九
五
八
　

（六

一
歳
）

一
九
六
二
　

（六
五
歳
）

一
九
六
四
　

（六
七
歳
）

一
九
六
五
　

（六
八
歳
）

一
九
六
七
　

（七
〇
歳
）

一
九
六
九
　

（七
二
歳
）

一
九
七
〇
　

（七
三
歳
）

一
九
七
三
　

（七
六
歳
）

一
九
八
二
　

（八
五
歳
）

一
九
八
三
　

（八
六
歳
）

一
九
八
五
　

（八
八
歳
）

一
九
九
七

（
一
〇
〇
歳
）

岡
山
県
川
上
郡
平
川
村
助
役
に
就
任
。

岡
山
県
川
上
郡
平
川
村
村
長
に
就
任

（要
職
森
林
組
合
長

・
在
郷
軍
人
会
長

・
大
政
翼
賛
会
長
）
。

九
月
　
第
三
詩
集

『明
る
き
セ
レ
ナ
ー
ド
』
象
口
同
新
聞
社
）
を
出
版
。

一
等
教
師
に
補
任
　
一騰
原
審
爾

（小
説
家
）
と
好
誼
。

曹
洞
宗
特
派
布
教
師

（昭
和
三
十
二
年
ま
で
）
。

正
教
師
に
補
任
、
梅
花
流
詠
讃
歌
研
究
委
員
、
同
専
門
委
員
と
な
る
。

六
月
　
緋
恩
衣
特
許
。

三
月
～
翌
年
九
月
ま
で
十
八
ヶ
月

『仏
教
童
話
全
集
』
全
十
二
巻

（大
法
輪
閣
）
九
編
の
童
話
執
筆
、

（武
者
小
路
実
篤

・
尾
崎
士
郎

・
草
野
心
平

・
坪
田
譲
治

・
中
河
与

一
等
執
筆
）
。

十
二
月
　
岡
山
県
川
上
郡
備
中
町
教
育
委
員
長
同
公
民
館
長
と
な
る
。

一
月
　
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
洞
松
寺
独
住
二
十
四
世
住
職
。

井
原
市
善
福
寺
兼
務
住
職
に
就
任
。

十

一
月
　
権
大
教
師
補
任
。

四
月
　
黄
恩
衣
特
許
。

十

一
月
　
『禅
の
四
十
二
話
』
（教
育
新
潮
社
）
を
出
版
　
四
月
　
梅
花
流
詠
讃
歌
名
誉
師
範
に
補
任
。

一
月
　
大
教
師
に
補
任
　
大
本
山
総
持
寺
顧
問
、
二
月
　
赤
紫
恩
衣
特
許
。

妻
イ
ク
没
。

『緑
蔭
に
坐
わ
る
』
美
作
禅
の
つ
ど
い

（美
作
曹
洞
宗
青
年
会
）
出
版
。

『赤
松
月
船
自
撰
詠
讃
歌
集
』
（仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
）
を
出
版
。

『赤
松
月
船
全
詩
集
』
（水
田
書
房
）
を
出
版
。

権
大
教
正
補
任
。

八
月
五
日
　
遷
化
。

発
刊
の
企
画
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◎

詠

讃

歌

作

詞

関

係

（五
四
歳
）
七
月

十
月

十
二
月

一
月

″
　
二
七

一
九
五
二

（五
五
歳
）

ク

一
一
一
一
一
一

一
九
五
八
金
全

歳
）

ク

三
四

ク

三
五

一
九
五
九

金
全
一歳
）

一
九
六
〇
金
全
一歳
）

四
月

二
月

四
月

四
月

曹
洞
宗
詠
讃
歌
研
究
委
員
、
専
門
委
員
と
な
り
①
各
流
の
公
聴
②
歌
詞
③
各
流
の
運
営
④
流
派
名
な
ど
研
究
、
基
盤
構
築
に
尽
力
。

歌
詞
委
員
会
委
員
と
な
り

『高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師
御
詠
歌
』
他
五
曲
を
提
出
。

歌
詞
、
作
曲
を
承
認

。
決
定
。
流
派
名
を

『梅
花
流
』
と
決
定
。

大
本
山
永
平
寺
に
て
道
元
禅
師
七
百
回
大
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て

『梅
花
流
詠
讃
歌
』
が
奉
詠
発
足
。

19 11 10 4 3 番必
号携

高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師
讃
仰
御
和
讃

高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師
讃
仰
御
詠
歌

（法
灯
）

大
本
山
組
持
寺
第

一
番
御
詠
歌（渓

声
替
節
）

大
本
山
永
平
寺
第
二
番
御
詠
歌

（渓
声
替
節
）

太
祖
常
済
大
師
螢
山
禅
師
御
詠
歌（紫

雲
替
節
）

高
祖
承
陽
大
師
道
元
禅
師
御
詠
歌（紫

雲
替
節
）

一詠

題

赤
松
月
船

赤
松

月
船

赤
松
月
船

赤
松
月
船

赤
松
月
船

赤
松
月
船

作
詞
者

密
厳
流
旧
い
ろ
は

和
讃

密
厳
流
光
明

密
厳
流
大
和

密
厳
流
木
揚

作

曲

者

Ｓ

２７

・
１

・
２２

発
表
年
月
日

第

一
回
梅
花
流
講
習
会

摘

要

6 5 4 3 2 1
番 作

言可

戦
没
精
霊

（英
霊
）
供
養
御
和
讃

↓
平
成
三
年
奉
詠
禁
止

観
世
音
菩
薩
讃
仰
御
和
讃

↓
削
除

赤

松

月
船

赤

松

月
船

安

田

博

道

権

藤

円

立

Ｓ

３３

・
２

・
１０

（詠
讃
歌
講
習
会

（絶
持
寺
）

8 7

38

大
聖
釈
迦
如
来
涅
槃
御
和
讃

赤
松
月
船

金

野

亮

範

Ｓ

３４

・
４

・
２９

9

40

追
善
供
養
御
和
讃

赤
松
月
船

安

田

博

道

Ｓ

３５

・
４

・
１７

昭
和
３５
年
大
会

（組
持
寺
）

10
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ク　　〓
一エハ

ク

四
〇

ク

四

二

″
　
四

三

″

四
五

四

六

四

七

ク

四
八

ク

四
人

一
九
六

一
金
ハ
四
歳
）

一
九

六

五

盆
ハ
八
歳

）

一
九
六
七

（七
〇
歳
）

一
九
六
八

（七

一
歳
）

一
九
七
〇

（七
三
歳
）

一
九
七

一
（七
四
歳
）

一
九
七
二

（七
五
歳
）

一
九
七
三

（七
六
歳
）

一
九

七

三

（七

六
歳

）

追
善
供
養
御
詠
歌

（妙
鐘
）

赤
松
月
船

安

田

博

道

Ｓ

３６

・
４

・
４

１０
周
年
記
念
大
会

（文
京
公
会
堂
）

48

地
蔵
菩
薩
御
詠
歌

（慈
念
）

地
蔵
菩
薩
御
和
讃

赤

松

月
船

赤

松

月
船

永

田

正

道

大

山

仙

遊

Ｓ

４０

．
４

・
１７

組
持
寺
二
祖
大
遠
忌
大

会

（紹
持
寺
）

つ
４

観
世
音
菩
薩
第
二
番
御
詠
歌

（浄
光
）

結
婚
讃
歌

赤
松
月
船

赤
松
月
船

糸田

り||

i間

藤

井

制

心

Ｓ

４３

・
６

・
２９

明
治
百
年
記
北
海
道
開

道
百
年
記
念
大
会

（中
央
寺
）

15

四
月
一　
創
立
十
周
年
記
念
作
詞

四

月
四
月
　
梅
花
流
詠
讃
歌
名
誉
師
範
に
補
任

六

月
四
月

五
月

四
月

創
立
二
十
周
年
記
念
作
詞

四

月

四

月

良
寛
さ
ま

赤
松
月
船

糸田

り||

!間

Ｓ

４５

・
４

・
１０

昭
和
４５
年
大
会

（静
岡
）

16

″
′

御
授
戒
御
和
讃

赤

松

月
船

安

田

博

道

Ｓ

４６

・
５

・
２０

昭
和
４６
年
大
会（永

平
寺
）

58

追
弔
御
和
讃

赤
松
月
船

細

川

潤

一

Ｓ

４７

・
４

・
１０

２０
周
年
記
念
大
会

（武
道
館
）

18

太
祖
常
済
大
師
螢
山
禅
師
影
向
御
和
讃

赤
松
月
船

細

川

潤

一

Ｓ

４８

・
４

・
２

昭
和
４８
年
大
会

（福
岡
）
19

太
祖
常
済
大
師
螢
山
禅
師
影
向
御
詠
歌

（伝

光
）

↓
太
祖
常
済
大
師
螢
山
禅
師
影
向
第

一
番

御
詠
歌

（伝
光
）

赤
松
月
船

細

川

潤

一

20
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ク

四
九

ク

四
九

ク

五
〇

″
　
五

一

″
　
五
二

″

五
三

″

五
四

ク

五
五

五
六

五
七

一
九
七
四
（七
七
歳
）

一
九
七
四
（七
七
歳
）

一
九
七
五
（七
八
歳
）

一
九
七
六
（七
九
歳
）

一
九
七
七

（八
〇
歳
）

一
九
七
四
（八
一
歳
）

一
九
七
九

（八
二
歳
）

一
九
八
〇
（八
三
歳
）

一
九
八
一
（八
四
歳
）

一
九
八
二
（八
五
歳
）

61

達
磨
大
師
御
和
讃

赤
松

月
船

大

山

仙

遊

Ｓ

４９

・
５

・
１０

螢
山
禅
師
６５０
回
大
遠
忌

大
会

（紹
持
寺
）

つ
４

′
υ

達
磨
大
師
御
詠
歌

（廓
然
）

赤
松
月
船

安

田

博

道

Ｓ

４９

・
５

・
１０

つ
４

63

同
行
御
和
讃

赤
松
月
船

安

田

博

道

Ｓ

５０

．
５

・
２８

昭
和
５０
年
大
会

（宮
城
）
つ
´

65

誓
願
御
和
讃

赤
松
月
船

水

田

正

道

Ｓ

５‐

．
５

・
２２

昭
和
５‐
年
大
会

（岐
阜
）

66

慶
祝
御
和
讃

赤

松

月
船

糸田

り||

i間

Ｓ

５２

・
５

・
２５

２５
周
年
記
念
大
会

（武
道
館
）

五
月

五
月

五
月

五
月

五
月

六
月

五
月

五
月

五
月

五
月

創
立
三
十
周
年
記
念
作
詞

69 68
″
′

水
子
地
蔵
御
和
讃

↓
平
成
三
年
奉
詠
禁
止

大
本
山
永
平
寺
二
祖
懐
井
禅
師
讃
仰
御
詠

歌

（永
光
）

大
本
山
永
平
寺
二
祖
懐
井
禅
師
讃
仰
御
和

讃

赤
松
月
船

赤
松
月
船

赤
松
月
船

壮返

一謄

　

　

夫^

安

田

博

道

安

田

博

道

Ｓ

５３

・
６

・
１０

昭
和
５３
年
大
会

（札
幌
）

28 ワ
イ

つ
４

つ
´

70

観
世
音
菩
薩
御
和
讃

赤
松
月
船

」返
藤

　

実

Ｓ

５４

・
５

・
２３

昭
和
５４
年
大
会

含
二
重
）

29

″
′

開
山
忌
御
和
讃

赤

松

月
船

安

田

博

道

Ｓ

５５

・
５

・
２７

昭
和
５５
年
大
会

（福
井
）

30

戦
災
精
霊
供
養
御
和
讃

赤
松
月
船

細

川

潤

一

Ｓ

５６

・
５

・
２‐

昭
和
５６
年
大
会

（広
島
）
０
じ

つ
０

開
山
忌
御
詠
歌

（真
水
↓
真
清
水
）

赤
松
月
船

安

田

博

道

Ｓ

５７

・
５

・
２５

３０
周
年
記
念
大
会

（武
道
館
）

つ
´
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ク

五
人

平
成

一
七

ク
　

一
一
一
二

◎
各
地
寺
院
作
詞

の
詠
讃
歌

①
大
本
山
永
平
寺
東
京
別
院
観
音
讃
歌

（東
京
都
港
区
）

同
十

一
面
観
世
音
菩
薩
御
詠
歌

③

ハ
ワ
イ
白
峰
山
大
正
寺
御
詠
歌

⑤
三
重
県
梅
花
百
観
音
霊
場
巡
礼
御
詠
歌

（昭
和
四
十
八
年
）

⑦
笠
岡
山
威
徳
寺
水
子
地
蔵
御
和
讃

・
御
詠
歌

観
世
音
菩
薩
御
和
讃

（岡
山
県
笠
岡
市
×
昭
和
五
十
三
年
）

⑨
松
隆
山
宝
樹
寺
位
牌
堂
御
和
讃
・御
詠
歌

（岡
山
県
鏡
野
町
）

⑪
白
狐
山
光
星
寺
子
育
観
音
御
詠
歌

白
狐
山
水
子
地
蔵
菩
薩
御
詠
歌

。
同
四
季

白
狐
山
観
音
百
八
霊
場
御
詠
歌

・
同
稲
荷
讃
仰
御
詠
歌

玉
の
櫛
御
和
讃

・
御
詠
歌

（山
形
県
鶴
岡
市
）

②

ハ
ワ
イ
梅
花
講
二
十
周
年
慶
祝
讃
歌

ハ
ワ
イ
開
教
七
十
周
年
奉
讃
御
和
讃

④
沖
縄
英
霊
追
善
御
和
讃

⑥
龍
沢
山
善
宝
寺
御
和
讃

・
御
詠
歌

（山
形
県
鶴
岡
市
）

③
宝
生
山
海
門
寺
糸
武
地
蔵
御
和
讃

・
御
詠
歌（大

分
県
別
府
市
）

⑩
高
峰
山
天
寧
寺
御
詠
歌

（東
京
都
青
梅
市
）

⑫
金
剛
山
大
長
寺
福
徳
十
三
佛
御
和
讃

・
御
詠
歌

中
陰
供
養
御
詠
歌
　
母
を
憶
う
詩

「
母
」

（神
奈
川
県
足
柄
上
郡
開
成
町
）

一
九
八
三

（八
六
歳
）

一
九
八
七

（九
〇
歳
）

二
〇
〇
五

二
〇

一　
一

十

月

『赤
松
月
船
自
撰
詠
讃
歌
集
』
（仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
）
出
版

「
・、証
禅

一
如
」
の
境
地
を
示
し
、
作
詞
の
背
景
と
こ
こ
ろ
、
さ
ら
に

「
調

べ
は
高
く
声
静
か
に

一
心
和
ぐ
」
（格
調
の
高
さ
と
内
容
の
深
さ
森
厳
さ
）
の
詠
道
を
解
説
。

『梅
花
流
指
導
必
携
』
（平
成
十
七
年
）
で
は
総
計
八
十
六
曲
の
中
、
赤
松
月
船
老
師
作
詞
は
総
計
三
十
五
曲
と
な
る
。

赤
松
月
船
老
師
顕
彰

・
梅
花
観
音
建
立

・
歌
碑

。
「作
詞
の
聖
地
」
石
碑
建
立
。

五
月

報
恩
供
養
御
詠
歌

（澄
心
）

報
恩
供
養
御
和
讃

赤
松
月
船

赤
松
月
船

安

田

博

道

安

田

博

道

Ｓ

６２

・
５

・
２６

３５
周
年
記
念
大
会

（武
道
館
）

２
０

五

月

74

水
子
地
蔵
御
詠
歌

（能
化
）

↓
平
成
三
年
奉
詠
禁
止

赤
松
月
船

細

川

潤

一

Ｓ

５８

・
５

・
２５

昭
和
５８
年
大
会

（郡
山
）
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梅
花
流
詠
讃
歌
は
昭
わ
二
十
二
年
静
岡
市
洞
慶
院
升
羽
仏
庵
老
師
が
高
れ
道
え
祥
師
七
百
口
夫
遠
忌
記
念
と
し
て

創
設
を
進
言
、
昭
わ
二
十
六
年
宗
門
と
し
て
企
画
、
昭
わ
二
十
七
年
四
月
夫
本
山
永
千
寺
に
て
詠
讚
歌

「梅
花
流
」

と
し
て
本
詠
、
当
山
獨
住
二
十
四
せ
赤
松
月
船
老
師
は
、
高
れ
承
陽
人
師
三
元
祥
師
御
詠
歌

・
逍
喜
供
萎
御
わ
讃

。

御
詠
歌

・
追
弔
御
わ
讃

ｏ
開
山
忌
御
詠
歌
年

をボ
門
梅
花
流
詠
讃
歌
二
十
二
山
、
他
に
各
地
寺
院
の
詠
讃
歌
を

洞
松
寺
丈
室
で
作
「
、
老
師
の
道
徳
を
偲
び

『作
「
の
聖
地
』
と
し
て
記
念
顕
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
吉
日

舟
木
山
　
洞
か
寺
　
復
興
維
持
会

ホ
柩
周
総
老
”
鯵
ヰ
話

発
行
日
　
平
成
二
十
四
年
二
月

発

行

者

　

一毛

面

上

二
三

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
二
七
九
六
番
地

洞

松
寺

鈴

　

木

　

聖

　

道

電

話

（ｏ
仝
尖
）
八
二
―
○
〇
八
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

６
八
杢
Ｃ
八
二
―
○
〇
八
二

編
集
者
　
洞
松
寺
復
興
維
持
会

事

務

局

柴

　

口
　

成

　

浩


